
　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
例
年
、
組
合
女
性

部
等
の
特
色
あ
る
取
組
み
や
中
小
企
業
の

経
営
者
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
の
具
体
的

な
取
組
事
例
を
紹
介
し
、
全
国
の
女
性
経

営
者
等
が
意
見
交
換
、
研
究
討
議
等
に
よ

る
相
互
研
鑽
を
図
る
こ
と
で
、
女
性
経
営

者
の
能
力
開
発
と
資
質
向
上
、
組
合
女
性

部
の
組
織
化
、
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
今
回
で
25
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
開

会
宣
言
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、
長
年
、
レ

デ
ィ
ー
ス
中
央
会
活
動
に
ご
貢
献
い
た
だ

い
た
方
々
に
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま�

し
た
。

感
謝
状
受
贈
者

平　

賀　

ノ　

ブ
（
宮
城
県
）

深　

澤　

紗
世
子
（
山
梨
県
）

加　

藤　

智　

子
（
岐
阜
県
）

伊　

庭　

節　

子
（
京
都
府
）

伊　

藤　

惠　

子
（
三
重
県
）

吉　

岡　

鞠　

子
（
茨
城
県
）

移　

川　

鞠　

子
（
青
森
県
）

大　

原　

喜
久
子
（
大
阪
府
）

　
　
　
　

�

順
不
同
・
敬
称
略　

ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
、
続
い
て
「
常
勝
チ
ー
ム
を

作
っ
た
最
強
の
リ
ー
ダ
ー
学
」
と
題

し
て
、
青
森
山
田
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
黒
田
剛
監
督
に
よ
る
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
田
監
督

は
、
開
催
前
日
に
報
道
さ
れ
た
Ｆ

Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
監
督
就
任
の
打

診
に
つ
い
て
も
触
れ
、
参
加
者
は

若
者
の
育
て
方
や
組
織
作
り
に
つ

い
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
ひ
と
づ

く
り
」
と
題
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
三
上
社

長
は
「
若
い
人
に
は
根
拠
の
な
い

自
信
で
も
い
い
の
で
自
信
を
も
っ

▲左から吉田会長・平賀様・加藤様・伊庭様・伊藤様

▲女性部会会長会議にご出席の皆様▲パネルディスカッション ▲基調講演

▲全国レディース中央会
吉田陽子会長

▲ご祝辞を頂戴した戸邉局長・柏木副知事・小野寺市長 ▲物産展

▲全国中央会森洋会長

10月12日（水）、青森市「ホテル青森」において、本フォーラムが開催され、

全国の女性経営者や組合事務局等約250名が参加しました。
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く
の
参
加
者
が
列
を

作
り
、
跳
人
体
験
で

は
会
場
一
体
と
な
っ

て
、
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

交
流
懇
親
会
の
最

後
に
は
、
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
次
期
開
催
地
で

あ
る
岡
山
県
に
つ
い

て
岡
山
県
も
の
づ
く

り
女
性
中
央
会
の
皆

様
に
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
盛
会
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の�

皆
様
、
全
国
よ
り
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
参
加
者
の
皆

様
、
そ
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
翌
日
以
降
に�

開
催
さ
れ
ま
し
た
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次

号
に
掲
載
い
た
し�

ま
す
。

て
生
き
て
ほ
し
い
。
自
分
を
鼓
舞
し
て
生
き
る
こ
と
が
希
望

と
な
り
生
き
る
力
と
な
る
こ
と
を
経
営
者
の
皆
様
は
従
業
員

に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
交
流
懇
親
会
で
は
、
冒
頭
、
青
森
山
田

高
等
学
校
体
操
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
制
し
た
演
技
を
含
む

特
別
演
目
を
披
露
し
、
続
い
て
、
特
別
出
演
と
し
て
津
嶋
恵

美
子
氏
に
よ
る
津
軽
山
唄
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
の

後
、
ご
来
賓
よ
り

ご
祝
辞
と
乾
杯
の

ご
発
声
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
続
い

て
、
三
村
知
事
に

よ
る
青
森
県
の
Ｐ

Ｒ
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
大
い
に�

盛
り
上
が
り
ま�

し
た
。

　

中
盤
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、

青
森
菱
友
会
囃
子

方
に
よ
る
ね
ぶ
た

囃
子
と
ミ
ス
タ
ー

跳
人
に
よ
る
特
別

共
演
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
太
鼓
の

演
奏
体
験
に
は
多

▲交流懇親会

▲本会櫛引利貞会長

▲中締め

▲商工組合中央金庫青森支店長�深道英明様

▲太鼓体験

▲本県レディース会松野ミツ会長

▲跳人体験

▲青森市経済部長�赤坂寛様

▲岡山県による次期開催地紹介

▲津嶋氏による津軽山唄 ▲青森山田高校による新体操

▲三村知事による青森県のＰＲ
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
回
は
、
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
10
月
12
日
開
催
）
に
併
せ
て
催
行
し
た
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
２
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
、
１
泊
コ
ー
ス
に
35
名
、
日
帰
り
コ
ー
ス
に

48
名
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
両
コ
ー
ス
の
参
加
者
全
員
が
八
甲
田
神

社
を
訪
れ
、
本
殿
三
棟
前
で
の
玉
串
拝
礼
を
は
じ

め
、
名
誉
宮
司
様
か
ら
の
ご
講
話
、
記
念
撮
影
な

ど
手
厚
い
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
風
神
社

と
し
て
も
有
名
な
当
神
社
を
お
参
り
し
た
こ
と
も

あ
り
、
両
コ
ー
ス
と
も
晴
天
か
つ
暖
か
な
気
候
の

も
と
観
光
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
帰
り
コ
ー
ス
（
10
月
13
日
）

城
ヶ
倉
大
橋
で
バ
ス
を
降
車
し
、

色
づ
き
始
め
た
紅
葉
と
遠
方
に
そ

び
え
る
岩
木
山
を
堪
能
し
ま
し
た
。

続
く
「
三
内
丸
山
遺
跡
」
で
は
、

大
型
掘
立
柱
建
物
の
迫
力
に
参
加

者
は
目
を
見
張
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

「
ね
ぶ
た
の
家

ワ
・
ラ
ッ
セ
」

で
昼
食
を
囲
み
、
青
森
ね
ぶ
た
の

見
学
、
囃
子
演
奏
の
も
と
跳
人

（
ハ
ネ
ト
）
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
懇
親
会
に
続

い
て
２
回
目
の
跳
人
体
験
と
あ
り
、

参
加
者
は
慣
れ
た
様
子
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

▲日帰りコース参加者の皆様

▲ワ・ラッセでの跳人（ハネト）体験

▲空港でのお見送り

▲玉串奉奠

▲三内丸山遺跡の大型掘立柱建物

特　集

［エクスカーション編］
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１
泊
コ
ー
ス
（
10
月
13
～
14
日
）

　

こ
ち
ら
の
コ
ー
ス
で
は
車
窓
か
ら
の
絶
景
を
楽

し
み
な
が
ら
城
ヶ
倉
大
橋
を
通
過
し
、「
弘
前
市

り
ん
ご
公
園
」
へ
。
旬
の
り
ん
ご
「
北
紅
」
の
収

穫
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
土
産
の
「
と
き
」

に
満
面
の
笑
み
。
り
ん
ご
の
木
を
初
め
て
見
た
方

も
多
く
、
参
加
者
は
一
面
に
広
が
る
り
ん
ご
園
の

景
色
を
楽
し
み
、
売
店
で
は
美
味
し
そ
う
な
り
ん

ご
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
「
津
軽
藩
ね
ぷ

た
村
」
で
昼
食
を
囲
み
、
弘
前
ね
ぷ
た
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
五
所
川
原
市
「
太
宰
治
記
念

館
斜
陽
館
」「
立
佞
武
多
の
館
」
を
見
学
。
宿
泊

先
の
鰺
ヶ
沢
町「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
山
海
荘
」

で
は
、
懇
親
会
で
参
加
者
た
ち
が
各
々
自
慢

の
歌
を
披
露
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
青
森
市
に
戻
り
、
初
め
に
立

ち
寄
っ
た
「
道
の
駅
ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
」
で
は

様
々
な
品
種
の
り
ん
ご
な
ど
を
お
土
産
に
購

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
三
内
丸
山
遺
跡
」

の
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
で
、
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
た
遺
跡
を
め
ぐ
り
、
最
後
に
「
ね
ぶ
た

の
家　

ワ
・
ラ
ッ
セ
」
で
昼
食
を
囲
み
、
青

森
ね
ぶ
た
の
見
学
、
囃
子
演
奏
の
も
と
跳
人

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
コ
ー
ス
と
も
に
、
参
加
者
は
別
れ
を
惜

し
み
つ
つ
、
笑
顔
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

に
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
方
、
あ
ら
た
め
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲１泊コース参加者の皆様

▲ホテルグランメール山海荘での懇親会▲立佞武多の館

▲太宰治記念館斜陽館 ▲津軽藩ねぷた村 ▲りんご収穫体験

特　集
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